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フライベルク鉱山学校

20⑰単記念切手P.⑬昔

前ドイツのフライベルクは古くから鉱工業がさかん

で1765年世界最初に創設されたフライベルク鉱山学校

(Fre1b鴫遭er抽出㎜ie)はウェルナイんαW臓醜)

の水成論の時代には世界地質学のひとつの焦点であっ

た.ウェルナｰは中央ヨｰ皿ツバ掘バリスカン北部を

たすサクソニｰ地方で現在のバリスカン造山帯中核部

の花筒岩を地球の初源海洋から海底に化学的に沈澱した

ものとみ枚しハットン(ふ肋灯ON)の火成説と対立

した.この鉱山学校は今も健在で第2次大戦中はメ

ｰネルト(亙醐N鵬丁)らが詳細汰シヴァルツヴアルトの

岩石学的な研究を行ないミグマタイトの研究の古典的

な地域のひとつにたっている｡

この切手は4枚1組で1965年1工月13目に

発行された.ユ0ペニヒの精錬炉15ペ

ニヒの採鉱運搬の図20ペニヒの淡純銀鉱

幾p｢oustite(A閥)25ニニヒの硫黄結

晶の図からなっている｣の絵からみる

ていたらしい.しかし働いている人々

の服装は何か中世を連想させそれが錬金

鉱山業そのも

のは名実共に健全な錬金術であったわけ

金術が暇をもてあました貴族の館やうす

暗い修道院の中でさかんに行たわれていた｡こうした

錬金術の世界でも生産に直結していた部分は健全に発

達し近代工業化へ大き.く貢献しまた新しい科学技

術の発達に役立って来た.

錬金術の中では水銀がその様々な変態の故に重要視さ

れそれと結びついている硫黄も大切た気であるとされ

た｡彼らは辰砂を焼いて水銀を分離すると銀と称し

また水銀と他の金属とでアマノレガムをるとり銀の量が

増したと考えた｡ここにとり上げられた硫黄と淡紅銀

鉱はそのような錬金術と関連してとり上げられたわげ

ではたいのだろうカミ錬金術師の普通のやり方で本当の

銀をとり出すことの出来る鉱石である,淡純銀鉱の表

の美しいものは“ルビｰ銀"とよばれ珍重されている､
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1.1971年8月18目(水)

～27目(金)

国際水文地質学会ア

ジア地域会議

3.東京

4.貝本地下水学会

5.･州崎市久本ユ35地質調査所水資源課内

属本地下水学会留(0道遠)86-3171(代)

1.昭和46年8月24周(火)～29目(同)

2.日本地学教育学会第25回全国大会

3.東京都立教育研究所及び東京学芸大学

4.日本地学教育学会

5.東京都小金井市貫丼北町東京学芸大学地学教室内

目本地学教育学会留(0432)21-1741

･X趾eτ汲就ion副S皿㎜㎜眺S曲｡o亙｡凧C町｡他亘Grow仙

ユ.1971年6月21局(月)～7月20目(金)

2.結晶成長国際夏の学校･日本岩石鉱物持残技術研究会

3.オランダライデン市近郊1､昭和46年?朋蝸(水)～30目(金)

LeeuwenhcrstC㎝9resscencente㌔Noordwijkerhut2.第14回研究発表会金属非金属構造地質耐火物響の藩

41同上組織委員会片研磨片の作成に関する講演会

5.DLP.Hartman,Geo1ogischenMinera1ogischInstitut3.名古屋大学理学部地球科学教室名古屋市千種区不老町
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･日本地球化学会

1.昭和蝸牛ユO月1朋(金)～工7目(目)

2.1971年地球化学討論会

3.日本都市センタｰ(東京都千代岡区平河町)

4.日本地球化学会1日本化学会共催

5.東京都杉並区高円寺北4-35-8

気象研究蕨化学研究部内日本地球化学会事務局

留(03)337-1111(内線75)�


